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衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
自
殺
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
二
年
中
に
お
け
る
自
殺
者
の
総
数
（
暫
定
値
）
は
三
万
千
六
百
五
十
五
人
で
あ
る

が
、
原
因
、
動
機
等
に
つ
い
て
は
集
計
中
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

「
年
内
に
集
中
的
に
実
施
す
る
自
殺
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
二
年
九
月
七
日
自
殺
総
合
対
策
会
議
自
殺
対

策
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
決
定
）
に
お
い
て
は
、
「
平
成
二
十
二
年
の
年
間
自
殺
者
数
に
つ
い
て
は
、
十
三
年
ぶ
り
に
三
万
人
を

下
回
る
こ
と
を
目
指
」
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
中
に
お
け
る
自
殺
者
の
総
数
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た

と
お
り
、
九
年
ぶ
り
に
三
万
二
千
人
を
下
回
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
三
万
人
を
超
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て

極
め
て
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
。

自
殺
は
多
様
か
つ
複
合
的
な
原
因
及
び
背
景
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
取
組
み
が
足
り
な
か
っ
た
部
分
」
に

つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
自
殺
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
五
号
）
、
「
自

殺
総
合
対
策
大
綱
」
（
平
成
十
九
年
六
月
八
日
閣
議
決
定
）
等
に
基
づ
き
、
自
殺
対
策
の
総
合
的
な
推
進
に
全
力
で
取
り
組

一



ん
で
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

自
殺
は
多
様
か
つ
複
合
的
な
原
因
及
び
背
景
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
殺
対
策
の
推
進
に
係
る
啓
発
活
動
の

効
果
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
二
年
三
月
及
び
九
月
に
啓
発
活
動
を
始
め
と
す

る
取
組
を
重
点
的
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
翌
月
に
当
た
る
同
年
四
月
及
び
十
月
の
月
間
自
殺
者

数
は
、
前
年
同
月
に
比
べ
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
自
殺
対
策
の

推
進
の
た
め
、
今
後
と
も
効
果
的
な
啓
発
活
動
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

自
殺
は
、
社
会
的
な
要
因
も
含
む
複
数
の
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
、
経

済
・
雇
用
情
勢
の
悪
化
は
、
自
殺
者
数
の
増
加
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う

な
社
会
的
な
要
因
が
関
係
し
て
い
る
自
殺
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
雇
用
情
勢
な
ど
の
経
済
情
勢
の
改
善
や
社
会
的
な
要
因

の
背
景
に
あ
る
制
度
・
慣
行
そ
の
も
の
の
見
直
し
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

二



マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
自
殺
報
道
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
に
併
せ
て
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
や
そ
の
対
応
方
法
等

の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
殺
予
防
を
含
め
た
自
殺
対
策
の
推
進
に
効
果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
自
殺
手
段
の

詳
細
な
報
道
や
短
期
集
中
的
な
報
道
は
、
他
の
自
殺
を
誘
発
す
る
危
険
性
も
あ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
国
民

の
知
る
権
利
や
報
道
の
自
由
も
勘
案
し
つ
つ
、
適
切
な
報
道
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
一
年
中
に
お
け
る
自
殺
者
の
う
ち
「
う
つ
病
」
が
自
殺
の
原
因
・
動
機
と
し
て
推

定
で
き
る
も
の
は
、
約
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

産
後
鬱
病
に
つ
い
て
は
、
出
産
に
伴
う
身
体
の
変
化
、
育
児
の
精
神
的
負
担
等
の
原
因
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、

保
健
所
等
に
お
い
て
妊
産
婦
等
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
に
お
い
て
、内
科
医
、

産
婦
人
科
医
等
に
対
し
、
鬱
病
の
症
状
を
有
す
る
者
へ
の
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
新
生
児
訪
問
、
乳
児
健
康
診
査
等
の
機
会
に
鬱
病
の
症
状
を
有
す
る
母
親
の
把
握
に

努
め
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三



十
に
つ
い
て

産
後
鬱
病
と
児
童
虐
待
等
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
詳
細
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
が
、
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
児
童
虐
待
等
要
保
護
事
例
の
検
証
に
関
す
る
専
門
委
員
会
に
お
い
て
は
、
虐
待
に
よ
る

死
亡
が
生
じ
得
る
リ
ス
ク
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
保
護
者
等
が
強
い
抑
鬱
状
態
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二

十
二
年
七
月
に
同
専
門
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
た
「
子
ど
も
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
等
の
検
証
結
果
等
に
つ
い
て
（
第
六
次

報
告
）
」
で
は
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
の
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
百
五
例
の
う
ち
、
養
育

者
の
心
理
的
・
精
神
的
問
題
と
し
て
産
後
鬱
病
が
見
ら
れ
た
も
の
は
三
例
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

り

自
殺
の
背
景
に
は
鬱
病
へ
の
罹
患
が
あ
る
場
合
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
も
、
鬱
病
患
者
に
適
切

な
医
療
等
を
提
供
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
自
殺
対
策
基
本
法
、「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
等
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
二
年
九
月
に
自
殺
総
合
対
策
会
議
に
設
置
し
た
自
殺
対
策
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
中
心
に
、
鬱
病
対
策
も
含
め

た
必
要
な
緊
急
対
策
の
機
動
的
な
実
施
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
鬱
病
患
者
が
最
初
に
受
診
す
る
こ
と
が
多
い
か
か
り
つ
け
医
へ
の
研
修
を
実
施
す
る
都
道
府

四



県
及
び
政
令
指
定
都
市
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
鬱
病
に
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
認
知
行
動
療
法
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
二
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
新
た
に
診
療
報
酬
上
の
評
価
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
同
年
度
よ
り
独
立
行
政
法
人
国
立

精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
認
知
行
動
療
法
に
係
る
研
修
を
開
始
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
二
年
度

第
一
次
補
正
予
算
に
よ
り
、
か
か
り
つ
け
医
と
精
神
科
医
の
連
携
体
制
を
構
築
す
る
事
業
や
精
神
医
療
関
係
者
に
対
す
る
鬱

病
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
都
道
府
県
に
対
し
、
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
の
積
増
し
の
た
め
の
交
付
金
を
交
付
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
今
後
の
職
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
対
策
に
つ
い
て
」

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
労
働
政
策
審
議
会
建
議
）
を
踏
ま
え
、
今
後
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法

律
第
五
十
七
号
）
の
改
正
を
含
め
、
そ
の
強
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五


